
概要

この章の内容は、次のとおりです。

• QoSについて, 1 ページ

• モジュラ QoS CLI, 2 ページ

• CPU方向のトラフィックの QoS , 3 ページ

QoS について
設定可能な Cisco NX-OS Quality of Service（QoS）機能を使用して、ネットワークトラフィックを
分類し、トラフィックフローに優先順位を付けて、輻輳回避を実行できます。

デバイス上のデフォルトの QoS設定により、ファイバチャネルおよび Fibre Channel Over Ethernet
（FCoE）トラフィックのロスレスサービスと、Ethernetトラフィックのベストエフォート型サー
ビスが提供されます。イーサネットトラフィックのサービスクラス（CoS）を追加するようQoS
を設定できます。 Cisco NX-OS QoS機能は、Cisco Modular QoS CLI（MQC）を使用して設定され
ます。

標準のイーサネットは、ベストエフォート型のメディアであるため、どのような形のフロー

制御も備えていません。輻輳や衝突が発生した場合、イーサネットではパケットが廃棄され

ます。失われたデータの検出および廃棄されたパケットの再送信は、上位プロトコルにより

行われます。

ファイバチャネルには各パケットの配信を保証する信頼できる送信システムが必要です。FCoE
を適切にサポートするために、イーサネットは輻輳を回避するプライオリティフロー制御

（PFC）メカニズムで拡張されています。

（注）
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モジュラ QoS CLI
Cisco MQCは、QoSを設定するための標準コマンドセットを提供します。

MQCを使用して、追加のトラフィッククラスを定義し、システム全体および個別のインターフェ
イスに対して QoSポリシーを設定できます。MQCで QoSポリシーを設定するには、次の手順を
実行します。

1 トラフィッククラスを定義します。

2 各トラフィッククラスにポリシーおよびアクションをアソシエートします。

3 ポリシーを論理インターフェイスまたは物理インターフェイスに結合します。同様にグローバ

ルシステムレベルで結合できます。

MQCには、トラフィックのクラスとポリシーを定義するために、2つのコマンドタイプが用意さ
れています。

class-map

パケット一致基準に基づいて、トラフィックのクラスを表すクラスマップを定義します。

クラスマップはポリシーマップ内で参照されます。

クラスマップは、IEEE 802.1pサービスクラス（CoS）値などの一致基準に基づいて、着信
パケットを分類します。ユニキャストパケットおよびマルチキャストパケットが分類され

ます。

policy-map

クラス単位でクラスマップに適用するポリシーのセットを表すポリシーマップを定義しま

す。

ポリシーマップは、帯域幅の制限やパケットのドロップなど、アソシエートされたトラ

フィッククラスで実行するアクションセットを定義します。

クラスマップおよびポリシーマップを作成する場合は、次の class-mapおよびpolicy-mapオブジェ
クトタイプを定義します。

network-qos

システムレベルの関連アクションに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

qos

分類に使用できるMQCオブジェクトを定義します。

queuing

出力でキューイングおよびスケジューリングに使用したり、使用できるMQCオブジェクト
を定義します。
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qosタイプは、class-mapコマンドおよび policy-mapコマンドのデフォルトですが、タイプを
明示的に指定する必要がある service-policyでは、デフォルトではありません。

（注）

ポリシーは、service-policyコマンドを使用して、インターフェイスまたは EtherChannelに追加で
きるほか、グローバルシステムレベルで追加できます。

show class-mapコマンドおよび show policy-mapコマンドを使用して、MQCオブジェクトのすべ
てまたは個々の値を表示できます。

MQCターゲットは、パケットのフローを表すエンティティ（イーサネットインターフェイスな
ど）です。サービスポリシーはポリシーマップをMQCターゲットに関連付け、着信または発信
パケットでポリシーを適用するかどうかを指定します。このマッピングにより、マーキング、帯

域割り当て、バッファ割り当てなど、QoSポリシーの設定をイネーブルにします。

CPU 方向のトラフィックの QoS
デバイスは、CPUでパケットがフラッディングしないように、CPU方向のトラフィックに自動的
に QoSポリシーを適用します。ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）フレームなどの
制御トラフィックには、確実に配信できるように、より高いプライオリティが与えられます。
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